
　▶　横断的なプロジェクト
　 として、総合的に取り組
   むべきものであることか
   ら、複数の指標を総合的
   に評価できるような目標
   設定としてはどうか

　▶  例示として、右記のレ
   ーダーチャートで正六角
   形を目指すイメージとし
　 てはどうか

「リーディングプロジェクト」について

　前回の懇話会（1/19 第３回懇話会）において、リーディングプロジェクトとして「子育

て環境日本一関係」「新しい産業の創造関係」「文化の新しい展開関係」の３つを設定す

る旨お示ししました。

　現在、以下のような案で検討を進めておりますが、別途「まちづくり構想」も検討中で

す。

　「リーディングプロジェクト」と「まちづくり構想」の位置付けについて、ご意見をい

ただき、具体的な内容は第２次中間案でお示ししたいと考えております。

１　基本コンセプトについて

　（基本的なコンセプト）

２　プロジェクトとしての数値目標の設定について

▶ 重点的に取組む政策
▶ 各分野を横断的に取組む政策

▶ 府民・地域・企業・団体など京都力を結集して取組む政策
▶ 「連携」することで施策効果を倍増させる政策

　（参考：文化で例示した場合のイメージ）

京都力を結集して 

プロジェクトを推進 
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【レーダーチャートの例示】 

行 政 

（京都府･市町村） 

府民力 

（府民･地域） 

民間活力 

（大学･企業･団体） 

（例示） 

●大学生による地域文化の 

 フィールドワーク実施 

●京都企業における芸術と 

 産業の融合促進 

●アート産業の拡大促進 

●芸術家・団体等のネット 

 ワーク強化    等 

（例示） 

●身近な文化行事への 

 積極的な参加 

●地域のお祭りなどの 

 維持・継承  

●京都のアート製品の 

 積極的購入 等 
● 各種文化施策の展開 等 

資料５ 


